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明
治
二
十
八
年
五
月
十
九
日
・
二
十
日
上
棟
式
（
都
窪
郡
誌
に
は
明
治
二
十
七
年
と
あ
る
。）　

鶴
𥔎
神
社
・
八
幡
神
社
大
前
　
幣
殿
・
拝
殿
・
神
饌
殿
・
社
務
處
再
建
　
惣
氏
子
中
　
社
司
　
太
田
直
康

（30.5 畳）

部
屋
に
仕
切
ら
れ
た
跡
や
、
枘ほ
ぞ

穴
の
空
い
た
材
木
も
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
他
の
建
物
を
移
設
し

た
か
、　
古
材
を
使
用
し
て
建
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
屋
根
は
本
瓦
葺
き
。
前
面
に
唐か

ら
は
ふ
う

破
風

の
向こ

う
は
い拝

一
対
が
付
く
。

第 4 章　祭祀と建造物

鶴𥔎神社側向拝正面

八幡神社側向拝正面

拝殿神務室八畳（旧貴賓室）

神  饌  所

双
殿
造
り
の
拝
殿
を
持
つ
近
隣
の
神
社

唐破風の向拝一対の箕島神社拝殿

箕み
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

島
神
社
（
岡
山
市
南
区
箕
島
二
三
二
五
ー
一
）

　
箕
島
西
部
の
八
幡
宮
（
品
陀
和
気
命
）
と
東
部
の
汗

入
御
崎
宮
（
櫛
振
命
）
を
境
内
に
遷
し
、
箕
島
神
社
と

改
称
し
た
。

　
明
治
十
二
年
村
社
に
列
格
。
明
治
十
四
年
幣
殿
・
拝

殿
・
神
供
所
を
移
転
造
営
。
平
成
十
三
年
幣
拝
殿
改
築
。

双
殿
造
り
の
拝
殿
に
は
唐
破
風
の
向
拝
一
対
が
付
く
。
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